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5 万分の l 地質図幅 丘註
説明書旦.

富 (旭川一第 15 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師長尾捨ー

はしがき

この悶幅説明書は，昭和 28 年から昭和 29 年にわたる，延 100 日間で行なった野外調査

の結果を整理して，その概要を報告したものである。

野外調査は，おもに筆者が担当したが，昭和 28 年の調査には北海道立地下資源調査所小

山内照技師の，昭和 29 年の調査には同三谷勝手ij技師の援助をそれぞれうけた。また，豊富

および大山油田地域の調査には，石油資源株式会社の資料を参考にさせていただいた。

この地域は，いわゆる天北皮田の南部地域を占めており，また油田庁布の点からみれば，

天北油田の中枢部を構成している。したがって，この地域は Iii くから謂査が行われていて，

一般的な層序はすでにできている。しかし，岩層の変化や，地質構造の細部については，

多くの未解決の問題が残されている。野外調査は，これらの点に重点をおいて行い，各地

属の分類にあたっては，従来の地層名を踏襲した。

すなわち，天北第三紀層については，いくつかの間題点はあるが，一応曲淵属という地層

名を残し，それにつづいて，宗谷爽炭層・鬼15別居・ i首幌層・稚内層・戸問居・勇知層・

更別層および沼川層という地層名を用いた。

調査に当って，援助を賜わった小山内照・三谷勝利の両技師，日首天塩炭鉱地域の調査

にいろいろ便宜を与えられた，当時の日曹天塩炭鉱の職員各位，および調査資料整理に協

力して戴いた北海道立地下資源調査所斎房長尚志・石山昭三の両技師に感謝の志を表する口

I 位置台よひ交通

行政上，この地域の大部分は宗谷支庁天塩郡に属し，南部区域は留萌支庁幌延村に，ま

た東部の一部分は宗谷支庁宗谷郡の管轄下となっている。国鉄宗谷本線がこの地域の東部

-1-
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II 地形

この地域は低平な丘陵性ないし亜山地性の丘陵地帯で，標高 300m を越えるL!Jはなく，

ひじように開析度の進んだなだらかな若年期に属する山地の連続している山地帯である。

南北に走る主要な 2 本の溝造線である，大曲断層と幌延断層による地層の分布と地質樗造

;さのため p 略南北'1~4: に自己ヂIjさ

れた 3 つの地塊に分割され

写真 2 幌延附近の湿地帯

-2-

るつ

(1) は大曲断層以閏の戸

間，男知 p 更別の各層と況災

地を含む沖積原で構成され，

極めて低平な丘陵地が広漠と

した湿地帯と連なっている。

構成地層は声問，勇知，更別

の各層と湿地帯内の泥炭層お

よび、沖積氾濫原堆積物であ



写真 4 Tサロベツ泥炭地

る。

(2) は大曲断層以東，幌

延断層以西の地域で:北に広

く，大曲断層と l幌延断層が近

接してくる南端で， しだいに

狭くなる。この地塊は稚内，

戸間および男知の 3 居からな

り，標高 10J m~170 ill の丘

陵性山地が，南北 l乙連なり，

その聞を埋めて標高 100 ill 以

写真 3 下サロベツ泥炭地 下の低平な E陵地が展開して

いる。この南北に連なる山塊は，稚内屑の硬質頁岩からなり， rJr形は雄大で，円頂あるい

は伏盆:氏を呈しており，その周囲にうす布する声屑の丘陵地と，簡単に識別することができ

る。この稚内屈の高丘には，多くの横谷が発達していて，最ち切られるが，その地層の配

列方向に，円頂形の高圧が連続しているのがよくわかる。

(3) は幌延断層以東の rJJ 地で，標高 200 ill~250 ill の山地が連続している。構成地層

は自主紀層・曲淵属。宗谷爽炭層。増慌居および稚内層で，構造はひじように複雑である。

多くの断層によって切断された鱗片状またはレシスサえの小地塊が交錯して出現している。

すなわち，以上 3 つの地域は西から東にしだいに構造が複雑となるほか，出現する地層

も異ってくるので，地形的にも|珂肢に 3 段の差が認められる。

河川は北部を東から西に流れる目梨別川，

中央部を同じく東から西に流れるエベコロベ

ツ川，南部には，東から西に流れる松尾沢が

主要河川であって，何れも東西の流路をとっ

て西流し，南北性の地質講造を横切っている。

これらの河川の支流はほとんど南北に近い流

路をとり，その小沢の頭は反対側のものと近

接し，とくにエベコロベヅ沢支流のあるもの

は 2 つの沢が相接近して流れており，その間

隔は僅かに数 m で，河川流路の争奪が，正に

行われんとしているような状況である。

一- .:5 一一



これらの河川は，いずれも蛇行迂回が激しく，三カ月沼，化石湖を所々に残している。

写真 5 幌延西方湿地帯

III 地質

III.l 地質概説

この地域を構成している地質系統は模式図に示したとおりである。大別すれば下位から

白主系，新第三系および第四系の地層から構成されている。

白重系は，この地域の北京隅に僅かに分布しているものと，新第三紀属の中に複雑な断

層運動でレンズ状に分布しているものとがある。一般に細粒質で大部分は泥質岩およびシ

ノレト質岩で，稀lこ砂質部を介在する。産出する化石から，上部浦河世に同定される。

これらを不整合におおって，天北新第三紀層が曲淵層を基盤とし，上位にむかつて宗谷

爽炭層・鬼志別層・増暁層・稚内層・声問届・勇知届・更別居が累重している。勇知・更

別の 2 層は，その産出化石から鮮新世に，それ以下のものは中新世に属する。これら新第

三紀層は摺曲，断層をくり返しているが，東から西にしだいに新い地層が露出している。

これらの新第三紀層のうち見掛上のいちじるしい不整合は，宗谷爽友層と鬼志、別居と間に

あって，日曹天塩炭砿 2 坑区域でよく観察される。しかし北海道の全域を通しての大きな

不整合は見掛上整合的に重なる稚内層と増幌層の聞に存在するようである。

第四紀洪積世の沼川層は，この地域の北西部の豊満から福永にかけて分布し，新第三紀

層を不整合におおって，ほとんど水平に近い構造をとっている。さらに，この地層は，

-4-
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宗谷本線の沿線にそって更別層を覆って断片的に発達している。また，西部の低地帯に実

施した試錐の結果によれば，この地層とよくにた岩質の疎届が，沖積層の下位に存在して

いる乙とが確認されている。 沖積層は，西部の低地帯内に広く分布しており，大部分は泥

炭を包含している。

III.2 地質各説

III.2.1 白望系

柱状図に示したように，白主紀届は下位から Cu-a ， Cu-b, Cu-c の 3 屑に区分され，

地域の北東部に分布している。

III.2.1.1 Cu-a

下部は泥岩質で，上部は泥岩に砂質キ/ノレトを爽む c 全体として晴青色または暗緑色を呈

し，地域の北東隅を流れる目梨別川の支流に露出している。ほぼ，中央部に南北性の 1 断

層があって，東部のこの地層は 1 つの背斜構造をとり，西方に上部届である Cu-b ， Cu-c

の両層を露出しているが，断層の西側のものは曲淵屈によって不整合におおわれている。

走向は南北性に近く，東および西に 400~50° の傾斜を示している。目梨別川支流に発達

するこの地層からは

Inoceramusuu ・ajimensis YEHARA

ιaudηceras dr.tenuiliratumYABE

Dmηesites sp.

Poly ρtychoceras sp.

を産し，その化石屑準は上部蝦層群のやや下部と推定される。この地層上部の砂質部は，

日間天塩炭鉱lJ克区域および、豊幌炭鉱事務所附近に断層によって切られたレンズ状の露出

がある。走向 NS~N 500W，傾斜は西方に 30~60° を示し ， Inoceramus の破片や Echinoid

co
の断片が見られる。 この地層は隣接する上猿払図幅の U2 あるいは U3 に近い層準のも

のと推定される。属厚 200m 以上である。

III.2.1.2 Cu-b

剥離性の砂質 νノレト，砂岩および Vノレトの互層である。地域の北東隅に Cu-a の背斜

の東西翼に，狭小な分布を示している。上猿払図幅の U-4 に相当し，居厚は 100m 内外

である。

(1) 上猿払図幅 田中啓策昭和 36 年印刷予定
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III.2.1.3 Cu-c

上部は砂質乙/ノレト，中部は砂質キ/ノレトと泥岩，下部は泥岩の多い砂質シノレトから構成さ

れており，薄いば白色の凝灰岩層を所々 はさんでいる。この地域の北京隅に背斜構造をと

っている Cu-b 層の両側に位かに分布している。上猿払図幅の U-5? こ相当する。全国は

約 300m と推定される。

III.2.2 新第三系

新第三紀!言は，この地域で最も広く分布しており白里紀層を不整合におおっている c 下

位よりは!J im 幅・宗谷爽支居。鬼古別居・増幌問。稚内層・戸間層(以上中新世)，勇知層・

更別居(以上鮮新世〉に区分することができる。これらの各地層の名称は，従来用いられて

いる佐々保雄の命名によったのである。しかし厳密な :@;~n* からいえば，岩質的特徴は必ず

しも一致しないものがある。すなわち後章において詳述するが，由 j間層の問題や戸間層と

稚内!員の問題などがある。

III.2.2.1 曲淵層 (Mg)

山 j周回という名称は昭和 J3 年大村一議によって用いられたものであるが，この場合には

天北第三紀屑の増幌層以下の地層に対して一括して用いられている。その後昭和 22 年佐

保雄は，この名称を，従来，宗谷爽炭層の J部とされていたもので，その下部にあたり海成

化石を産する部分にこれを用い，曲淵屑と宗谷ろ 1~ 岩屑の問に不整合を設けている。その定
(::)

義によれば一一全体が凝灰岩質の粗粒岩，とくに砂岩よりなり，一部に疎質岩，泥質岩，

凝灰岩などを扶み，稼行可能の炭層を有しない海成相の部分で，その標式的露出地は曲淵

駅東方ワペワタユ/川曲淵付近で見られる。層厚は 60 m~150 m で，炭質頁岩あるいは粗悪

炭を扶有することがあり，上位の宗谷央炭層とは基底牒岩を以て J克するー とされている。

この閃幅内の山淵居は，東側 jに露出し，一部は白豆紀層を不整合におおい，一部は断層

で接し，宗谷爽実層でおおわれている。岩質的には，上位の宗谷爽炭層の凝灰質砂岩と全

く区別がつかない。時には灰色あるいは暗褐色の泥宕や疎質岩を介在している。下位の白

星紀層との関係は附図 (2) にしめしてあるように目梨川の支流で観察することができる。

すなわち Cu-a の層準に属する暗灰色泥岩と同色の νノレトおよび、砂質 νノレトの上に厚

さ 100m 余の曲淵層が，基底瞭岩を以て累重するが，基底疎岩がひじように不明瞭な場合

もある。

(2) 佐々保雄天北炭田地質概観 炭砿技術第 3 巻第 11 号 1948 年

(3) 北海道炭田誌第 1 号天北炭田 北海道石炭協会 1950
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この rIll淵層は，

主として灰緑色お

よび灰白色の凝灰

質砂岩よりなり，

暗灰色の泥岩を挟

有する。上位の宗

谷央炭層との聞に

は，薄い牒岩また

は疎質砂岩がある
型l

が，不整合を示す

ような現象は観察

できない。また，

化石も発見するこ

とが出来なかっ

た。日曹炭砿 3 坑

区域のこの地層は

灰禄色あるいは灰

白色の凝灰質砂岩

からなり，時には

炭質頁岩をf央有す

る。ー坑区域で，

南北に細長く延び

て露出するこの地

層もまた灰緑色砂

r.a仏 lt

E Eof o l E 0 2 0 0 4 2 O m

附図 2 目梨別川支流における白宝紀層と曲淵層の関係

岩が主体で，宗谷爽炭層とのJ克が明瞭でなく，介化石の産出もない。以上述べたようにこ

の図幅では，一応宗谷爽炭層の最下の稼片炭層の下盤の砂岩あるいは疎岩層を以て宗谷，

曲淵両層の境とした。したがって，すでに述べた佐々の定義した出l淵属とは，必ずしも同

層準といえない場合があるかも知れない。とくに佐々が出i淵層と宗谷爽炭層の問に不整合

を設定している場合を考えると，あるいはこの図幅で曲淵層としたものが，宗谷爽炭層の

下部届に当るものであるかも知れない。天北地域で宗谷，知来別，沼川の各地区でも曲淵

層というものはひじように不明瞭であって，ある場合には宗谷爽炭層の一部(下部)とし
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て取扱われている。

III.2.2.2 宗谷央炭層 (Sc)

この地届はかつて，幌延央炭層，あるいは，天北央炭層などとよばれていたもので，渡

辺久吉の命名によるものである。砂岩を主体とし，これに泥宕，砂質泥岩，シノレト等を混

じえ，稼行可能の炭層を挟有している。また，時には疎岩を挟んでいる。岩質は一般的に

凝灰質で，とくにその下部は，曲淵居の凝氏質砂岩と全く区別の出米ないものがあるの

砂岩は，氏色あるいは灰青色を呈し，中粒および細粒質で， f時には牒質になる。一般に

凝ば質である。層拝ーは割合によく発達しているが，時には偽屑を呈することもある。 炭質

物や菱鉄鉱片および緑泥石を含んでいる。

泥岩は，灰色ないし暗灰色を呈し，砂質部を交えて見事な縞状を呈することもある。版

状節埋がよく発達する椴密竪硬なものである。

炭層の上下盤には白色または灰白色のベントナイト質頁岩が発達していて，風化して軟

弱な粘土質物質になっている。

この地層は，地域の東部に広く分布しており，各所に稼行炭層を露出し，この図幅 l付の

重要なおよ産資源、となっている。炭層は，厚薄合計 20 数)首が数えられるが，この内，稼行の

対象となるものは 4 居~5 層で， 連続性 lこ富み， 1 地区内での膨縮は少ない。

全属厚 250 m~350m で，中央部の日曹炭砿附近が一番厚く， 南北にしだいにその層厚

を減す、る傾向がある。それに従って，稼行炭層もまた少なくなっていく。このよ也層からの

産出する植物化石には，次のようなものが報告されている。

Equisetumsp.

Castaneasp.

Qnercussp.

Sequoiasp.

Phyllitessp.

TaxodiumdistichumHR.

Solvinia 戸seudoformosa 0&H.

Dηoρ teris (Lastrae α) sp.

ムGlyptostrobus europaeus(BRONGN.) UNGER.

l::.~71， fetasequoia fa ρonica ENDO

Poρulus balsamoidesGEOPP.

P. sachalineusisHUZIOKA

-9-



b.Salixmη ans GEOPP.

AlnusezoensisHuzIOKA.

b. Ulmus αρ pendiculata HR.

ZinghiberitesboreurisHR.

これらは，一応台島植物化石群とされているが，乙の中にはム R11 で示しであるように阿

U)
仁植物化石群の要素を含み， しかも，台島型の特有程とみられるものが，ほとんど見当ら

ないことは不思議である。この点については，当時二の北海道の気候や高度差の影響がある

のかも知れないし，またもっと多くの植物化石を集めることが必要であるのかも知れない。

この地層の土位の克志別屑宅百の介化石が，あとからのべるようにやや寒冷型を示してい

ることを考え合せると，乙の地届の植物化石群も，さらに研究を進める必要があるであろ

つ。

附図 3 A 曹 2 坑の沢上流の宗谷爽炭層

と鬼志別居のつき方

① 鬼志別棟質砂岩層

① 灰白色凝灰岩

① 宗谷爽炭層 1 番下層

① 鬼志別居基底部に含まれる炭塊

III.2.2.3 鬼志別層 (On)

様式地は，浜頓別と柱内の問の鬼 15 別附ー

近である。 豊富な海棲介化石を産する杭粒

質宕相である。この図幅内では，東部地域

lこ露出しているが，様式地付近のものにく

らべると，いちじるしく発達が不良であっ

て， その屑厚は 10m~20m にすぎなし )0

おもに，粗粒な帯吉氏色の，分級の悪い砂

岩からなり，下部は疎質，上部には晴灰色

の泥岩や増幌型の頁岩層を挟むことがあ

る。この屑の最下部は， 下位の宗谷爽炭層

と凸凹ある侵蝕面で接し，炭片や j夫条，時

には炭塊を牒としてもってくる。この状態

は，附医 1(3)(4)(5) に示した通りである

が，すでに石炭になっているものを瞭とし

て含んでいるので ， yi?， 古別属と宗谷爽宍居

とは不整合の関係にあることは明らかであ

るとこの宗谷，鬼志別両層間の問題につい 附図 4 前図鬼志別層基底部に含まれて

では，かつて，知来別炭砿付近の露出から いる炭塊の情況

(4) 棚井敏雄 本邦炭田産の第三紀化石植物図説 地調報告 163 号 1955
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附図 5

1 の沢右 2 号小沢 (3 坑区

域に於げる逆転した宗谷爽炭

層と兎志別層が断層によって

重複露出している。断層面は

N50ー W/NE45ー

① 宗谷爽炭層 1 番下 J日

① 宗谷爽炭層灰禄色凝灰

主主

① 宗谷ぅI<炭田 1 番上層

① 鬼志別層基底部

この地層の上部は， i百棟!吾と

整合漸移し，ある場合には地

層が相交錯する場合もある。

この j祖国から産出する海棲

介化石が多数報告されている

が，この地域では鬼古別層の

発達が悪く，その産出作右も

不完全なものが多い。

なお，この化石の中には，

sρ isula onnechiuria(OTUKA)

や Nψ tunea omuraiOTUKA

(弓〕

同時異相が称えられたが，乙の地域で

は，すでに述べたとおりこの両者の聞

の不整合関係については疑を入れる余

地はない。また，一方，知来別炭砿附

近の露出箇所も再調査の結果，同時異

相よりむしろ不整合と解訳した方が妥
(C,)

当であろうという結論となっている。

写真 6·7 日曹天塩炭砿 1 坑区域の鬼志別居と塩幌層
のように，築別居のトト:半部か との接触

(5) 天北炭田，女fI米別上流における宗谷爽炭層と鬼志別居との関係についてのー観察 柴

田松太郎他 4，新生代の研究 No. 19, 1954

(6) 当所三谷技師の談による。
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ら産出する化石によく似たものが出るが，また，一方， _7VfacomaasagaiensisMAKIYAMA ,

1\(a gr::u:ingkiMAKIYAMA , Amρullina αsagaiensis MAKIYAMA などの古い型の化石

も見られる。さらに，古い型としては九州始新世に出る Veneri・cordia nipponicaYOK ・

CarditamandaicaYOK. も見られる。

(7)

有孔虫は，士田定次郎によれば，宗谷クベクタシ川の河谷の鬼吉、別居からは

Cyclamminaincisa(STACHE)

C. orbicularisBRADY

C. sp.

Hゆ10 ρhragmqides sp.

Martinottiellasp.(dr.communis(D'ORB.)

を，また，声問付近のタツナラ己/川沿岸からは

AmmodiscusincertusD'ORB.

Bathys 幼hon αre1wcea CUSHMAN

Bulimina ρ'Yrula D'ORB.

CyclamminajaponicaASANO?

C. incisa(STACHE)

C. orei ιularis BR.var.

DentalinainflexaREUSS

GoesellaschenkiASANO

Haplojうhragmoides subg!obosum(SARS.)

Martinottiellacommunis(D'ORB.)

が報告されており，築別層に対比されている。

III.2.2.4 増幌層 (Ma)

増幌油田が標式地で，大村一蔵によって増幌層と呼ばれたものである。晴色の探岩，砂

岩，泥岩のいちじるしい乱堆積の互層で，偽層，層間摺曲，同時疎，スランピユ/グなどの

異常堆積がいちじるしい。また，一方，この地層の上部はほとんど泥岩だけのところもあ

って，これを幕別相とよんでいる。乙の地域内では増幌層は，幌延断層の以東に露出して

おり，下部は暗灰色の砂岩と牒岩の互層からなり，不規則な暗青色の ?J~ 岩をわたんでいる。

上方になるにしたがい泥岩が多くなり，中央部になると再び粗粒質となってくる。しかし，

(7) 土田定次郎 北海道宗谷日高堆積盆地の微小古生物学的研究 石油技協誌 Vol22 ，

No.5, 1957
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(り

大 IItl背斜におけるエベゴロベツ試錐および、八線沢試錐では，稚内層の下位に明かに幕別相

と思われる泥岩層が異常な発達を示し，その届厚 1，300 m を越える膨大な厚さとなってい

る。大曲背斜と雁行する豊富背斜でも，稚内層の下位には幕別相らしい岩層に遭遇していl

るが，深度が浅いため全層厚は不明である。ところが，その西方の大曲断層の以西にある

(!l)

サロベヅ背斜 lこ実施した，天北化学 T.Cl 号井では稚内層の硬質頁岩の下位は，直ちに砂

岩，陳岩，況岩の互層帯となり，ここでは幕別相とおもわれる岩層は，発達していない。

このように増幌層の岩層変化は，小さな 1 届 1 層が偽層，指交などの変化をすると共に，

大きな部分でも岩層変化がいちじるしいことがわかる。このことは，松尾沢背斜における

有名な油砂についてもいえることである。すなわち松尾沢の増幌届の背斜部に露出する市町

粒ないし中粒の灰色凝灰質砂岩には 30m~40m にわたって含油しており，昔は，手でし

ぼれば油がしたたりおちる程であったといわれている。まえにのべた，大曲背斜の八線沢

試錐は，この地点の西方約 4km のところにあり，この試錐の目的も，松尾沢油砂を稚内

層の下位で貫ぬこうとしたものであった。しかし，すでにのべたように，この地点の稚内

層の下位には，幕別相の泥岩の厚層が発達しており，良好なれ I] 糟岩となることのできる砂

岩に遭遇できないで，出 if主に至らなかった。この地層は，比較的化石に乏しく，基底部の暗
(10)

色砂岩と疎岩互層部に僅かに介化石の破片が認められるにすぎない。有孔虫は豊富 2 号井

の岩誌から

AmmobaculitesagglutinansD'ORB

Cyclamminaincisa(STACHE)

C. japonic αASANO

C. orbicularisBRADY

C. pusill αBRADY

El ρhidium faxborbarenseNICOL

Hap!o.ρhragmoides subglobosum(SARS)

llJartinottiellacommunis(D'ORE)

M.dr.nodulosa(D'ORE)

(8) 天塩国大曲池田調査報告 長尾捨ー・牧野登喜男 北海道地資料 第 49 号 北海

道開発庁 1959

(9) 天塩国幌延郡サロベツ背斜試錐について 長尾捨一北海道地源報告 第 21 号

1959

(10) 前出 (7)
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Pullaniaaρertula CUSHMAN

Ul目igerina akitaensisASANO

が報告されている。なお，羽幌地域に発達する古丹別層，石狩空知地方に発達している川

端層に対比される。層厚は標式地で350 m-,500 m，幕別相の発達している所では 1，800 m

内外に達するものもある。

III.2.2.5 稚内層 (Wk)

稚内市の附近の硬質頁岩届を標式とする。全層ほとんど硬質頁岩と硬質泥岩から構成さ

れている。下位の増幌国との問には，大きな不整合が考えられている。しかし，野外の現

象面を見れば，この悶隔地域では，その関係は整合的な場合が多く，豊富一日告炭鉱の問

の線路傍では，これら丙屑の問の一部に，いちじるしい疎岩層が認められるのと，松尾沢

支流で，かつて石田義雄により報告された，傾斜不整合が認められるだけである c しかし，

全道的に見る時は，この間の不整合はかなり著しいものがあり，所によっては構造却の芝

も認められるという。

この地層は，一様に間質頁岩国といわれているが，その岩層を細かく見ると，岩質的に

かなりの道いがある。野外では岩ぶ区分ができることは，すでに筆者らが報告したとおり

である。しかし，ある場所の岩質的な相違が，他の場所へそのまま，適用できない事は明

らかであって，大曲背斜の稚内層の岩層は，豊富背斜のそれとは一致しない。この地層の

岩層の水平的な変化のいちじるしいことはすでに豊富背斜や大曲背斜で立証されている c

すなわち，岩届の尖減，指交の

ため背斜軸の東翼と西翼とで

岩国ばかりでなく，属厚 lこも

大きな変化がみとめられる。

この地域における稚内屑の硬

質頁岩は，ひじように堅くて，

珪質の「ピシピン」した感じ

で小さく割れるもの，少しそ

れより軟かく泥質物が多く中

型の細片に割れるもの，それ
醐醐麟朝関臨調間関捕獲蹄繊繍都議お蝿鞘冊品一一一一叫品醐醐圃醐鱒磁場楊源開

よりさらに泥質分が多く，比 写真 8 円頂山稜の稚内層の丘陵性山地

(11) 北海道北見天塩油田の地質について 石田義雄 地質学雑誌第 37 巻 447 号 1930

(1 2) 前出 (8)
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写 真 9 手 前 は 戸 問 ， 勇 知 ， 更 別 層 よ り な る 正 陵 地 。

後 円 頂 は 稚 内 層 の 山 稜 。 幌 延 市 街 地 よ り 熊 越

峠 を 望 む 。

厚 40 0m---500mで，東部の方が西部より厚いようである。

この地層は，多くの海棲介化石を産し，

TyasirabisectaCON.L'ar.niP. ρonica YABE& NOMURA

A⑫α arenaria jaρonica JAY

YoldianotabilisYOK.

Y. lischkeiSM.

Y.sagittariaYok.

SolemyayessoensisKAN.

S. tokunagaiYOK.

Nuculan αρennula (YOK.)

SerripesnotabilisSow.

TellinanitidulaDKv.

MacomatokyoensisMAK.

MyaarenariaLIN.

Linthrasp.

Echillarchniussp.
(l:n

などが報告されている。筆者は，豊富背斜の東翼のこの地層上部から，海豚の頭骨らしい

(13) 前出 (2)
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ものを得たc また，稚内層からの有孔虫は豊富背斜から

CassidulinajaponicaASANOandNAKAMURA

Cyclamminα japonica ASANO

C. orbicularisBRADY

C. incisa(STACHE)

c. ρusilla BRADY

Dentalinaiufle λ:a REUSS

ElphidiumfaxbarbarenseNICOL

Eponideslwrsteni(REUSS)

Haplo ρhmgmoides subglabosum(SARS)

11;[artinottiellacommunis(D'ORB.)

M. dr.nodulosa(D'ORB.)

Quinqueloculinavulgaris(D'ORB)

UrigerinaahitaensisASANO

(1 三)

が報告されており，また，ここでは今泉力蔵によって現生寒流系蟹のめlas coarctatus

LEACH に近い Hyas tsuchidaiIMAIZUMI が鑑定されている。

III.2.2.6 声問層(刷〉

稚内居と整合漸移するこの

地層は，全層厚 450 m~650m

で，下部から中間庖 (100m~

250m) と主部層 (350 m~

400m) に分けられる。 中間

層は，主部の j尼岩と稚内型の

硬質頁岩の互層部で，従米の

報文でほ稚内層に入れられた

り，また，あま場合には戸間

属に入れられ，その区分が明

らかでなかったものである。 写真 10 幌延市街地より稚内層(遠方の円 m丘)と

この説明書では，同質頁岩を 戸間層(近い方の平坦地)を望むの

(14) 前出 (7)

(15) 前出 (7)

- 16



全 ，~(:i 含まないものから h部をJUI 日j層主部とした亡主部はXli築士質の泌岩からなり，灰色な

いし|府民色を呈し，風化したものは川白色となる。なお乾燥したものは容易に指先で砕け，

~~(ci行けたものは suspention の状態となる。 11夜着'I'll:がひじように強く，目頭部では水酸

化訣の汚染によって玉葱状， fE甲状などの同心縞日を呈する。また，塊状，無届思で走[i1] ，

傾斜の測定は困';lifi:な号合が多 l' 。

このよ出層は，地域の中宍部に!よく分布しており，背斜， I訂斜を反覆し，ほぼ南北性に連

なっている c いままで知られている産山化石は，社内屈のものと大きな違l'はなく，中新

世日と部と考えられている乃

III.2.2.7 勇知層 (Vt)

出向層の上部はしだいに砂質分を増して，ついに砂質泥岩の厚層となる。この砂質泥岩

はいわゆる勇知国とよばれているもので，おもに，青灰色あるいは暗青色の砂質泥岩から

なり，礁岩，粘土居および砂層を介在している。抜海付近の海岸でみられるように，下部

は合化石疎岩層で声|月届と接しているととろもあるが，この地域ではこの聞の移り変りは

介化石の 11r1fきょせ」の化石慌で初まり，この化石は鮮新世，滝川階の特有種 Fortiρecten

fa知的shii (YOK.) を含む化石群である。 この地層は，地域の中央部に戸同居の向斜構造

の中心部に露出しているほか，地域の西部でも戸間層をおおい，ほぼ南北の走向で西に単

斜している c また， その西方のナロベヅ背斜の中核部に露出している。居厚は 100 m--ｭ

300m である。

III.2.2.8 更別層 (Sa)

この地層は，図幅内の第三紀居の最上部層で，下位の勇知居とは牒岩層で J立しており，

写真 11 幌延村東方砂利取場の更別層

-17-



その関係は整合的である。未凝固の砂，疎，粘土などの不規則な互層で，所によって粗悪

な亜炭を扶有している。この地域の西部の鉄道沿線に広く分布しており，その砂操部は，

砂利として利用されている。層厚は 500m 内外である。

写真 12 幌延村東方更別居基底部の礁層

写真 13 幌延・豊富間，更別砂層部

111.2.3 第四系

下位の新第三紀層を不整合に切り，上部が削剥作用を受けている，沼川層を代表とする

洪積層と，現在の低地や河床を形成している泥炭，砂，礁，粘土などから構成されている

沖積層とにわけられる。

III.2.3.1 決積層一沼川層 (DI-Nu)

-18-



標式地は，北見線j召川駅の東方にある崖である。天北地域に広く分布しており，大よそ標

高 80m 以下の低地に分布している。未凝固の泥，砂，疎よりなる累層で，操は，稚内属

あるいは戸間層の灰白色頁宕，泥岩の局平磯を合むのが特徴である。これらの礁は，その

見掛けから「ビスケット傑」と呼ばれている。この地層は，地域の西北部か福永，豊満か

ら目梨にいたる低地帯に広く分布している。宗谷本線のl幌延・徳満聞の東側の丘陵地の低

部には，ところどころ段丘疎居の残教が認められるが，このなかには沼川層に属するもの

か，あるいは，沼川屑よりも新しい洪積世の段丘醗居か，よくわからないものも存在す

る。

さらに，西部の低地帯に発達している泥炭層の下位にも存在している可能性がある。ナ

(1(,)

ロベブ原野の幌延市街の西方約4km の地点で行われた天北化学T.el 号試錐では， 深度

110m から 123 m までの聞に， I百川層を特徴づけている「ビスケット牒」を含む粘土層が

認められている。との粘土層がはたして，本当のjR川層であるのか，あるいは沖積層の基

盤か，問題があるであろう。しかし特有の「ビスケット操J を含んでいることは注意しな

ければならない事項であろう。

III.2.3.2 沖積層 (AI)

地域の西部の低湿地帯，および各河川の流成の犯濫原，あるいは現河床を構成しており，

砂，棟，粘土および泥炭からなる。

この地域の西部，および、北部には，広大な湿地帯が日本海まで展開していて，泥炭地が

広い面積を占めて分布している。乙の泥炭はその根原植物の種類から一応，高位泥炭，中
(J7)Cil)

位泥炭，低位泥炭にわけられる。

低位泥炭は湿地の大部分を占め，豊富村附 j庄のものの表層は，分解良好な黒褐色を呈す

るヨシ泥炭で，その厚さは 30cm 内丹、である。その下層もまた同じようなヨシ泥炭で，層

厚は1. 2 m 内外である。 EJく青色の埴土居が発達している c

パンケ沼の南東岸の地域では，表層は分解良好な黒樗色を呈する砿質土壌または木を含

む泥炭土で，その厚さは 30cm 内外である。下層は，ほとんと、砿質土壌を多量に含むヨ V

j尼宍層，または多少の木を含むヨシ泥 l実層で，泌炭土の全層厚は 3m 以上である。

下沼附近では，薄くなり，全層厚は 60cm で，埴土層に達している。

(16) 前出 (9) 参照。

(17) 天塩国泥炭地土性調査報告 飯塚仁四郎・瀬尾春堆 北海道農業試験場土性調査報

告第 5 編 1955

(18) 北海道泥炭利用調査資料 北海道開発局 1959
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中位j尼支は，主としてヌマガヤ泥炭，ワクスグーヌマガヤ泥央の累層からなるの分布地

域は幌延附;liやドナロベヅ lこ低位泥実に比べて，ひじように狭小な範囲である。また，こ

の地域の中位泥良地は相当の年月の問は中位泥友土生成の過程を経ているが，近年におい

てその下部に低位泥炭の発達生成しているのが見られる。中位泥炭の全届厚は約1.2 m で

ある。

高位泥炭は，幌延の西南方の低位泥克地内に僅かに残存している。表層は分解不良で，

褐色を呈するヅノレコケモモーホロムイスグーミズゴケ泥炭からなり，その厚さ僅かに 6cm

内外である。下層は，ヌマガヤーホロムイスゲーミズゴゲ泥炭，ミズゴケーワタスゲーヌマ

ガヤ泥炭，ミズゴケーヌマガヤ泥炭などが累積し，高位泥炭土の屑厚は深く 3m?こも達する

III.3 地質構造

すでに地質各説の項でのべたように，この地域は，僅かに北西一南東にふれた市北d山の

構造をもって連続し，同じ方向性をもっ背斜，向斜，あるいは断層を反覆している。

III.3.1 摺曲構造

|幌延断層および大曲断層の 2 つの大断層で，構造的に 3 つの地塊にわけられていること

は，すでにのべたとおりである。このうち，東部区域は一番摺曲構造もはげしく，また複

雑である。これらの摺 ill! は，多くの断層によって転位，反覆，あるいは消滅しているが，

大きくみれば， 2 つの背斜構造と， 2 つの向斜構造がみられる。東から白望紀届の背斜構

造と，その西 lこ連なる!句斜構造，さらにその向斜構造の西翼を東にもって，白豆:紀層を中

核とし東西両翼に曲淵，宗谷爽炭層，鬼志別層および増幌屑を露出する背斜構造がある

この背斜軸の中央部は同じ方 i苛をとる数条の断層によって切断されていて，ひじように複

雑な構造を呈している。その西に連なる向斜構造は，芦間層を最上部として，稚内層が広

く分布し，大きくみると，東から西にむかつてしだいに新しい地層が露出している c これ

らの大小の摺 lUJ 構造は，大よそ東緩西急型の傾斜をとり，いわゆる天北型といわれるもの

である。この図幅内の炭田地域は，すべて東部区域の中に入り，幌延断層以西には，宗谷

爽炭届の露出はない o 1I IJ 田構造としては，油徴で有名な松尾沢背斜がこの地区に入るが，

背斜の中核をしめているのが増幌層であるので，かんじんの油源となる地層が，すでに地

去に出てしまっている。

中部地区は，東部より一段構造均に穏しい。各地層の傾斜も東部のものにくらべて 20 コ

内外緩傾斜である。発達している地層が，稚内，声 FJj ，男知， I召川の 4 層であるので，地

- 20 ー
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第 6 図豊富図幅構造図

1 大向断層 2 幌延断層

3 松尾沢背斜 4 豊富背斜

5 大曲背斜 6 北豊富背斜

7 目梨背斜南延長部 8 サロベツ背斜

型的にも東部より一段と低い。ここでは 3 つの背斜構造と 3 つの向斜構造が見うけられる

が，西端の大曲断層に泣い背斜構造，すなわち，豊富背斜と大 il主背斜は，もとは一連のも

のであったろうと解釈されるが，現在は曜行配列をとっている。各市j斜，背斜の傾斜角は

あまり顕著ではないが，まえにものべたように東緩西急型で，過去において開発された油

田の試錐地点は全て地表に露出している背斜軸より長によった所が選定されているつ西部

地区は構造哨にはさらに穏しく，傾斜も 10° 内外であり，露出地層も戸間，勇知，更別，

i円川などの若い地層である。ここでは 1 つの向斜と 1 つの背斜が認められるが，今迄はあ

まり開発されてはいない。しかし，油田構造としては，注目しなければならない構造で，

今後に大きな期待がょせられる。
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III.3.2 断層構造

幌延，大曲の大断層で分けられた地区のうち，東部区域には大小無数の断層が発達して

いるつこれらの断層は，いずれも北北西ー南南東の方向をとり，各断層ブロックをレンズ

状，あるいは鱗片状に切断している。幌延断層は，北は宗谷から南は雄信内を経てさらに

南に延び，その延長と思われるものは朱鞠内間近まで追跡できる大断層で，天北第三紀!吾

の分布地域のほぼ中央部を，南北に近い方向で縦断するものである。この東部地区の断層

の中には一部，衝上断層の傾向をもつものもあり，とくに背斜の頂部を切るものにこの傾

向が強い。中部地区内には顕著な断層は発達していない。西限を劃する大 l]lJ断層に近接し

た地域では，は生断層と思われるものが 2， 3 認められるが，この地区の北部は露出地層が

稚内，声聞の両層で，露出もすくなく，また，走向・傾斜を測るところも少ないので，は

っきりした断層を確認することが困難である。西辺を劃する大曲断層は北は，有明付近ーか

ら豊満，福永を経て豊富背斜の西翼部を切り，さらに南下して大曲背斜の西翼部と斜交し

ながら炭山沢附近で背斜軸を切っている。なお，南に下って雄信内駅附近をとおり，天塩

川を横断して，その南側の丘陵山地で幌延断層と合致する。この断層は大曲背斜を斜に切

ってくるので，その傾斜角度が大曲背斜の油田構造にひじように影響がある。したがって，

各所で切割り調査を行-った。その結果，松尾沢北の小沢では方向 N-S ，傾斜 25°__35
C W

で，その破砕帯は約 50m，また，炭山沢の北山稜では断層破砕惜は約 30m で，傾斜は西

に 35°，市下して雄信内沢右支流では方向 N-S，傾斜 65° W，それより以南では断層面は

殆ど直立してくることがわかった。したがって，この断層は北では 25° --30°，それより

南にしだいに傾斜の角度を増し，ついにはほとんど直立してくる。しかしこの断層の北の
(19)

延長部で豊富背斜の西翼部を切る所で，土田定次郎は東向きの面を測定して，これを逆断

層としているが，筆者の見るところでは大部分の所で西傾斜の西落ちの正断層である。こ
(:20)

の断層と大曲背斜との関係は筆者が既に発表した所であって，詳細は省略する。

西部地区は緩傾斜のおとなしい構造地帯で，とくに注志するような断層は発達していな

い。しかし，この図幅の市に連なる雄信内図幅では，ナロベツ断層の南端部を院切りにす

る，東西性の断層が石油資源開発会社の物理探査で発見されたということで，乙の断層の

ため背斜と北川口背斜が雁行配列をとったと解釈される。

(19) 前出 (7) 参照。

(20) 前出 (8) 参照。

(21) 1935 年実施した。
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III.4 地史

宗谷地域から南北性に大きくのびる，白草紀層は 1 つの大きな背斜構造を呈しており，

この地域の北東部に分布する白皇紀層はその西翼の一部を占めている。岩相的には大部分

がシノレト質の泥岩 l乙砂質部を交えた上司， 0蝦夷層群の比較的下部届である。したがって瀕海

性の堆積物で，当時の状況はアユノモナイトやイノセラムスの懐息に都合のいいあまり深く

ない沿海があったと推定される。そ￠後，との地域は後白望紀層の陸化運動で浮き上り，

新第三系中新世の中頃まで，そのまま，悔侵をうけずに削剥時代を続けていた。したがっ

て，第三系の基底部がのっている基盤の地層が，ある場合にはここのように上部蝦夷層群

の下部屈であったり，また，上猿払地域のようにへトナイ世の地層であったり，削剥の程

度によって基盤岩が違っている。新第三紀中新世の中頃から曲淵の海侵がはじまり，浅い

大陸棚に砂岩を主体とする堆積が行われた。当時に火山活動があったことは，曲淵層の中

に凝氏質物が多 lユことから明らかである。寒流系の介類が棲息し，北海道の広い地域にわ

たって，乙れと同居準の堆積物が白主系を不整合におおってみられる。そのご，ゆるやか

な隆起在動によって陸化し，ここに宗谷爽炭層を堆積したような淡水域となった。しかし，

ある地域ではこの淡水域か直接白皇系の基盤岩の上に拡がった所もある。 lIn 淵と宗谷とは

海ぷと淡水の差はあるが，その堆積環境はよくにたものであったろうし，同じ堆積物を，

東部あるいは北東部の白望系の山地から供給されたであろう。宗谷爽炭層の中に，厚い石

炭層が扶まれてくることや，植物化石を多く産することから，解'(:，樺，ぷな，柳，など，現在

吾々がよく見る植物とよく似た森林が繁茂し，これらが沼地に厚く堆積して石炭となった

ものであろう。この地層の植物化石の示す気候の問題は，すでに宗谷爽炭層のところでの

べたので省略する。宗谷夫先層の堆積後，陸地は上昇をつづけ，削剥期に入った。つぎに

のべる鬼志別海侵の堆積物である，鬼 15 別層の基底に石炭塊を沢山もって来ていることか

ら，すでに石炭になってしまったものが，宗谷爽炭層から洗い出されて，鬼志別層の基底

砂岩[こ入りこんだことが判る。乙の両層の整合，不整合の問題がーl!寺騒がれたことがあっ

たが，本肉幅に関する限りは明日長な不整合を認めないわけにはいかないであろう。鬼志別

海侵は北海道では山淵海侵より広い地域に侵入し，北方宗谷地域では，これが直接，白霊紀

層をおおっていることもある。鬼 15 別海侵の後は引き続いて増幌層を堆積した海域となっ

た。ここでは大陸棚は，ひじように不安定な状況におかれ，指交堆積，スランピングなどの異

常堆積が長い間行-なわれた。一方，化石から見れば鬼志別動物群とは異った増幌動物群が，

有孔虫を伴なって出現している。これらの遺体と共に沈積した頁岩が，天北油田の石油の
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根源となって，同じ増院層の中の粗粒質の部分に貯って石油鉱床を形成した。

この海域では，比較劫に泣い範聞でも幕別相のようなひじように厚い泥岩を堆積させた

所や，また，普通の増幌型の粗粒岩層を堆積した所もあって，現在の堆積方式から見れば

異常に不安定な条件下の生成物であることが推定される。すでにのべたようにこの地域の

増幌層と稚内層の重なりは，一見整合的であるが，一部不整合的な所もあり，一方，大き

な視野から見れば，北海道全体としては，ここに時代的な間隙を置くべきであろうヮした

がってここに一応，増捜海域の退却による陸化と，部分的に地殻変動による傾動を;Zめた

方が都合がいいであろう。ついで，稚内の海域が初まってくる。乙の稚内の悔は今迄のも

のよりやや深い堆積積相を示し，また，増幌とは全く異って，ひじように安定した湘粒質

堆積物によって占められている。棲息した有孔虫も，増幌届とはやや異ったものが出現し，

凝灰岩の存在は当時の火山活動の降灰を記録している。この頁岩層もまた油j原となって，

同じ層 i匂の砂岩部に含油しているととがある。この稚内屈の下部は，この地域では同じよ

うな硬質頁岩国で，稀に瞭岩層の発達している所もある。南になるにつれて火山岩質物を

合み，さらに，思根内，美深地域では，炭層を挟んでくる。つぎの戸問の海域は，稚内海

域と大差のない安定な状態で，終止しているが，供給物は，砂質物が多く，やや浅しユ海で

あったと推定される。同じ海が，そのまま勇知層にまで続いてくるが，生物は大きな変化

を見せ，第三紀鮮新世特有・の Fortiρecten を含む化石群が懐息する海であった c 勇知層の

悔は戸間層の海より更に浅く，無層理の砂質泥岩が堆積した。そのj二部の更別居は，現在

陸成の堆積層と信じられている。野外での関係は整合，漸移であって，イじ石の産出がないと

とれが勇知の海が，さらに浅くなって，そのまま続いたものか，あるいは，海が後退して，

そこが淡水域になったのか確実な資料がないので不明である。しかし，下位の第三紀層と

同じような変動をうけているので，天北油田の構造を決定した第三紀末の造構運動の影響

をうけていることは，明らかである。

第四紀に入ると小さな沈降，隆起が部分的にあったにしても，全体として広地域の隆起

運動があり，泊川属あるいは，これと前後して存在した段丘平坦面が残されているコ沼!I I

層は，その中の礁がほとんど稚内，戸問両属のビスケット状の疎から構成されているので，

海退時の産物と考えられている。沖積世に入ると，静かな海退運動がつづき，低平な湿地

帯が海岸商に拡がり，現介などを含む砂層を基底として，青粘土，砂不11が厚さ 20m~lOOm

堆積した。一方，この湿地帯にはヨシ， ミズゴケ，ホロムイスゲ，コケモモワタスグ，ヌ

マガヤなどが繁茂して，泥実地を形成し，現在の原野をつくった。ここでは過去の海の名

残りとして，所々に沼や沼沢が残された。
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IV 地下資源

この地域の地下資源の主なものは石炭と石718である。石炭は宗谷央支!昌の中 lこ合件れる

もので，かつては方々で禄行されたが，現在稼行中のものは， 日常 )(J盆炭鉱とその他の 1

鉱だけである。石油は有望な背斜構造がありながら，豊富背斜を除く他は未だ開発に至っ

ていない。近年，大 Ill!背斜やナロベヅ背斜が開発に着手されている。このほか，湿地i市の

泥炭を原料として，土壌改良材が作られ，天北地域の開発に一役買っている。また，豊富

附;)]:では，泥宍を加工してコーライト様の燃料を作って l) る。

IV.l 石茨

石炭の稼行地域は幌延断層以東に限られ，宗谷央炭層は背斜，向斜を反覆し，鬼吉、別居，

I首!慌層の下部も採夫可能であって，ほとんど全地区にわたって稼行可能である。これらの

合炭地域を稼行炭鉱および，含炭地区l乙分けて説明する。

日曹天塩炭鉱地区

日酉天塩炭砿は，宗谷本線豊富駅の東方約 16km の所にある。この間には，エベコロベ

ツ川本流に沿って，専用鉄道(19.7 km) が敷設されている。鉱区は， 9 鉱区あり，東はえ

写真 14 日曹天塩炭鉱第一坑鮒近
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i孟， 北見の国境にいたる地域をしめ図幅の中央部を占めている。この鉱山は， 明治 41 年

頃，すでに幌延炭鉱とよばれ，稼行された事がある。そのご京都京本願寺の大谷氏の手に

移り，昭和 11 年 5 月，日曹鉱業が買収し，同 12 年 5 月調査開始して，同年 10 月第 1 坑沿

層坑道の掘進を始めた。そのご，漸次 2 坑， 3 坑と開坑して出炭，昭和 20 年 1 月，日本官

達株式会社と合併したが昭和 28 年頃から労働争議が激しくなり，一時休山した事もあった

が，昭和 32 年頃から再び操業を始め，現在に至っている。

鉱区内の主要な構造は北北西一南南東の軸を持つ 1 つの向斜と， 1 つの背斜があって，

その両翼地区が稼行対象となっている。 1 坑区域は，その向斜構造の西翼部にあり， 2 坑，

3JA 区域はその東翼部に当る。炭層の傾斜は 3οO~70° で，坑内は比較均安定している。炭

層は 1 番居から 8 番属まであるが，このうち， 2 番層， 4 番!昌(本層)および 5 番層が稼

行の対象となっている。炭質は，不粘結性低皮 i歴青炭ないし褐炭で，一般家庭用および妓

房，軽工業向きである。分析値は次の通りである。

|水 分|灰 分|揮発分|同定炭素|発熱量!全硫黄
坑層別!(ガ) '"I1/'-(ガ)'" 1"'( ガ) '" i I>~ (ガr" /~(~~l)=ガ)

1 坑 2 番層 lml 叫ぉ76JMωo| O必
1 坑 5 番層 13.961 18.761 34.60

1

32.68
1

4,610: 0.34

3 坑 4 番層 13 .4 4~ 8.04 , 38.60i 39.801 5,270i 0.20i l~~·~~I ~~·~~I

埋蔵量は約 1 億屯といわれている。

1, 2, 3 各坑に於ける炭層の対比 (cm)

1 坑区域 1 2 坑区域 1 3
層 別一一一 一一l

l 山丈(炭丈 J 山丈 i 炭丈 i 山

1 番層|向山 117 84

2 番層 1 1271 112i 144i 121

3 番層| 勾 272 181 問

4 番層 3吟 2叫 5民 219

5 番層|叫 2判明日 7

6 番層 326 123 371 305

7 番層[内吟問山
8 番層| 鈎l q m1 98

日曹資料より

三菱鉱業所有鉱

三菱鉱業は， 8 曹天塩の北方に 30 数鉱区を持ちこの地域)友田の大部を所有している。か

つてエベコロベブ北沢で，豊幌炭鉱とよび委託経営で，稼行したことがあるが，現在は休
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止中である。この豊幌炭鉱は，豊富駅の東方，直距離にして約 13km のところにあり，日

曹専用鉄道の駅逓駅から北東方に約 6km の，下エベコロベツ川の支流北沢にある。 日曹

天塩 11克区域の北の延長部に当っている。日首天塩 1 坑と，同じように中核部に白重紀層

を露出しており， 1 つの背斜構造の東翼部であって，その西翼部は未開発である。走向は

何れも南北性をとり，炭層は 10 余層発見されている。とのうち，稼行できるものは，上部

より 1 番， 2 番， 4 番および 5 番の 4 層である。

炭質は， R \tt{天塩にくらべて，梢粗悪で黒褐炭または褐炭である。炭呈は，約 8 倍、とい

われている。

エベコロベツ南沢上流地区

この地区は，日曹 1 坑区域の南西部に当り，南沢上流から南に延びて松尾沢上流に及ん

でいる。この地区は，かつて稼行された所であるが，放棄されてから年久しく，坑口は崩

壊し，建物は倒れ，南沢に沿つであった道路も荒廃して，その町、すら止めていない。この

地区も，炭層の一般走向は南北性で， 1 つの向斜と 1 つの背斜が見られる。しかし，断層

によって重複，あるいは欠除しているため，炭層の対比がひじようにむずかしく，近接し

た同一炭層と思われるものでも，炭柱図が合致しない場合が多い。理炭資料によれば 3 番

から 9 番までの炭層が記録されているが，炭質は何れもあまり良好でない。 3 番層の最も

厚い炭丈 332em を数える部分でも，埋炭規格 Cdこ該当するととろは，僅かに 15 em, C3

が 40 em, C4 が 42em，他はそれ以下のものである。なお 4 番層が 80 em~245 em, 5 番

層は 35 em~550 em, 6 番層は 18 em~245 em, 7 番層は 20 em~70 em, 8 番層は 34

em~64em， 9 番層は 25em~4gem である。いずれも挟みや，中盤が多く，単層で一番

厚いものは 4 番層の 1m，ほかは，概ね 40em~60em である。この地域でも，稼行の対

称となるものは 4， 5， 6 番の 3 層で，発熱呈は 4，316~5，711 eal，水分は 14.30~17.34 ;>;;，氏

分 7.37~17.52 ::~，揮発分 39.15~47.18 ;>~，固定炭素 25.72~35.01 ;>~で CEAC 分類の F1 に

相当する。炭田としての将来性は，断層の多いこと，炭質の粗忠なこと，炭回全体が南北

lこ細長くのびて収約の難かしいこと，などからあまり有望とはいえない。

松尾沢上流の幌延断層の東に接するもの

この地域は ， I立l幅東部の南辺にある。大部分の露出届は増幌属で，幌延断層と接して，

佳かに宗谷爽炭層と鬼15別層がのぞいている。この断層ぎわに，ほとんど直立して 1m 内

外の炭層があり，それが恐らく増幌層の下にもぐって存在するものと推定される c 最近探

鉱に着手している。

(22) 上島宏 天北炭田南部地区上幌延北東部 上島宏・為口和己 開炭資料 1952 年
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間寒別川上流地区

図l隔の東端に， I町寒別川の最上流が，北から i卒j(こ流れている c この沢の両側は， 3if谷実

炭層が布し，沢の中の方々に，蕗頭が見られる ο

1~~~ .1醤は最厚 1m 内外のものが多く，ほぼ 3 層~4 屑平の炭層が確7Zされるが，岩質はあ

まり良好でない c 東に隣接する上猿払問中高に入って，すぐ断)首で桂内層と接するので，成

田 iii]慣としては広し 3 ものでない c 交通が不便なので，早急の開発は~;r~カユし l>であろうっ

目梨別川流域

岡市話の東部地Fくの北辺を目梨別川が東から出に流れ，南北の走j白をとる噌幌屑・鬼古別

居・〉ji谷タ，<炭層の背斜， I印斜を横断している υ この川の中に，炭層露頭の可なり厚いもの

が見られる。これは， 北方のj月川および有!I)j 両炭鉱の稼行成居の市の延長部であって， 1

つの背斜構造が見られる。炭層ほほとんど[fcj:立し，しかも多数の断層が作主している c 炭

層は最)手 3m 前後のものが見られる(以上，各地区の民!苦を略述したが，これらの地域の

炭層を対-比してみると図附 6 のようになる。

IV.2 石油及び‘石油ガス

すでにのべたように，この地域の石油および石油ガスは，大部分を増幌届に起因してい

るが， 1 部稚内層の hlJ 徴，ガス徴も存在する c したがって，幌延断層以東の地域では構造

がもめているほかに，油槽岩である増 l幌国が，すでに地去に露出しているので，油田とし

ては有望でないの東部地区以西は，構造的にも岩質的にも，天北油田の中枢をなすもので，

その idJ 徴，ガス徴も頻繁にありのまた，良好な背斜構造も存在している。

IV.2.1 i由徴

この地域内の油徴は ， i首 i幌!百および稚内層に起因し， i三宅沢のものを除けば，すべて幌

延断層の西に存 f竺している。この内，一番多いものは幌延断層と大山断層に挟まれた地区

で，油 i蚊の露頭は稚内国と，戸間屑に見られる。

松尾沢油徴は，天北地域では有名で， :t百幌国の背斜頂部(こ存在する。ここでは， 30m~

40mにおよぶ灰色凝灰質の細粒ないし中粒の砂岩中に含油し，附 jLI:は強し )1由更が涼よい，

かつてはこの砂を握れば，油がしたたり落ちる程，多量の油が含まれていた。また，川;0::

の巌井という農家の井戸 (3m) は，一時およ泉として使用されたこともあり，井戸には 30

--40 秒毎に 10 数カ所からガスを湧出している。水は油田塩水である。この松尾沢支流に

は 50m 四方一帯にガスが問歓的に，噴出している所もある。
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写真 15 幌延一下サロベツ国道 7 線

の橋(この橋ドに油徴があ

る)
(28)

大!日 1背斜の油徴ガス徴も，かなりいちじる

しく，背斜の中核をしめる稚内層には，頻繁に

油徴ガス徴が見られる。一番激しいものは，

図幅外に入るが大出 1背斜の南延びの石油沢

で，かつて第 2 次世界大戦中，陸軍がドラム

雄で油をくんだ所が存在する。

大曲背斜の北に沈下する Plunging end の

エベコロベツ沢の中の戸間層に延長 500m 余

にわたって，油徴ガス徴が存在する。その北

の豊富背斜にも，エベコロベツ沢の中や，道

写真 16 7 線の橋下の油徴

写真 17 7 線の橋下の油徴

路の切割りに渉出油やガス徴があり，さらに北方に沈下する所にも油徴があったと伝えら

れている。

またエベコロベツ支流の北沢に分布する稚内層の背斜部にも， 1由徴が知られている。豊

満と福永の東にある，北豊富背斜の声間層の中にも，油徴があったといわれる。大出断層

以西では，幌延村南方天塩川傍の農家(高橋某)の井戸には，油徴と問歌的なガス徴があ

り，天塩川に沿って川の中 lこかなりいちじるしい油徴がある。幌延一下サロベヅの国道に

沿い， 7 線附近の橋の下では，橋桁の附近から写真のような，いちじるしい油徴が見られ

る。また，ナロベヅ背斜の背斜部の北斗農場の井戸には，つよい塩分を含むものがある。

(23) 前出 (8) 参照。
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IV.2.2 背斜構造

すでにのべたように，乙の図幅内 lこは多くの背斜構造が存在している。しかし，油田に

関係があると推定される背斜構造は， i0 尾沢背斜を除けば，全て幌延断層以西に存在す

る。(添付構造図参照)

IV.2.2.1 松尾沢背斜

松尾沢の上流で， ±曽幌層を中核とし，東西両側に稚内層を翼として，ほぼ南北 lこ走るこ

の背斜は，すでに油徴のととろでのべたように，極めて優秀な油砂が露出している。との

西方約 4km の大出 i背斜 8 線沢の石油資源、の試錐は， 増幌層上部のこの油砂を目的として

ほられたものである。この松尾沢背斜では，貯溜岩とみられている増幌層の油砂が，すで

に地表に出てしまっているので，残念ながら油田としては将来性がない。

IV.2.2.2 大曲背斜

この地域には，大曲背斜の北半部が，南半部は隣接雄信内図幅にのびている。乙の背斜
(2~)

については，すでに筆者は，牧野と共同で発表しであるので，ここでは，簡単にのべてお

く。この夫北型の東緩西急の背斜は，これと斜交する大曲断層に切られて北から約lO km

程度内に背斜軸が見られる。しかし，乙の大山断層が西傾斜のかなり緩い角度をもつもの

であるので，断層が背斜軸を切る地点より，も少し南まで背斜構造が生きるであろう。こ

の背斜軸には，沈下部に 1 本，背斜頂部に 1 本とすでに 2 本の試錐が行われている。前者

は，昭和 3 年 1 月掘撃され，深度 1，180 m で掘止めとなり， 68m 迄は声問層，以下 97m

までは声問層下部の中間層，以下 600m 迄は稚内層，それから下は増幌層の幕別相の泥岩

部に入り，その間僅かなガス徴を見ただけで中止した。後者は昭和 30 年石油資源株式会

社によって 2，004 m まで据撃され，深度 460m までは稚内層，以下 1，772 m まで増幌の幕

別相泥岩を縫い，正常増幌型の砂岩，棟岩部は，わずかに 236m 掘撃したに過ぎな l)o こ

の間 26 カ所 lこ油徴， ガス徴を認めたが， 遂に稼行できる程のものが見られなかった。以

上， 2 つの試錐で見られるように，大曲背斜の下部には，周囲の状況から見て予想されな

かった，幕別型の泥岩層が意外に厚く発達しており， とくに大曲背斜 8 線沢試錐では，

1,312 m の厚さをもっていた。この背斜は， 今後さらに探査する必要があり，天北に残さ

れている背斜の中では有望なものの 1 つである。試錐に当つては，増幌層上部相として幕

別型泥岩の厚層を予定しておかなければならなし h したがって，少くとも深度 2，500 m 以

上の試錐でなければ，功を奏することは出来ないであろう。

(24) 前出 (8)
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写真 18 豊富 R1 号井

IV.2.2.3 豊富背斜

天北油田の中で一番有名な豊富背斜は，豊富市街の南東方約 7km にある，エベコロベ

ツ川の本流沿いにあって西は大山 l断層で背斜軸とほぼ平行に切断されて，僅かに西翼部を

残し東翼だけが，広く連なっている。乙の背斜には，背斜頂部 lこ 4 本，北方沈下部とみら

れている福永附近には， 7 本の試錐が行・われている。背斜沈下部に当る福永附近では，大

正 13 年 5 月から大正 15 年 2 月にいたる間， 1,000.00 m , 864.18m , 252.72m , 316.37m ,

318.18m , 300.00m , 101.81m の 7 本の試錐が日鉱によって実施され，乙の内， 初めの 3

井は一時採油したが，間もなく休止，他の井戸は不成功に終っている。背斜頂部には，古

くは大正 14 年 11 月，村井石油が 960.60 m まで掘さくし，この際 84 1. 85 m の地点から大量

のガスと温泉を噴き出し，それが 35 年を経過した今日まで続いている。この世界でも珍ら

しいほど，長く続いているガスは，最初は日産約 20 ，∞ Om 3 といわれているが，現在は日

産 10 ，000--12 ，000 m3 である。この井戸の状況は

89.0m 油徴

286.3m 油徴

445.6m 1由徴，ガス徴

683.9m ガエ徴

841.85m 油徴，ガス徴

である。

この井戸は深度 591.8 ill までは稚内層で，以下増幌層といわれているが， この増幌層の

岩質記載を見ると，暗灰

色泥岩および砂質泥岩，

灰色砂岩を挟むとあっ

て，前に大曲背斜の項で

のべた，幕別型泥岩では

ないかと考えられる。

筆者は天北の第三紀油

田について，各背斜，油

徴などを現在日今りましてい

るが，増幌層上部の異相

である幕別泥岩相は，幌

延断層と大曲断層との間
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に扶まれた地域の延長内に存店するようで

ある。

上記豊富背斜の Rl 号井は現在北海道電

力株式会社によって，ガヌ発電に利用され，

残余は豊富温泉部落の媛厨/芳用として消費

されている。

温泉は油田塩水であって，数少ない道北

の温泉として有名である。

この背斜lこは，ガス量をさらに確保する

ために Rl 号井の北万，エベコロベツ本流

沿いに R2 号が昭和 22 年 5 月 ~22 年 6 月

に掘られ，深度 860m で 10，000 m3/day の

ガスを得ている。 さらに， 昭和 32 年 6 月

~8 月に，深度 901.30 m の井戸が Rl 号井

の南に掘られた。これによると， 700m ま
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中

斜構造が存在する。この背斜に対しては，日本石油が 8 本のj白井を昭和 13 年から 14 年に

わたって掘っている。油井の位置は背斜の北方沈降部とみられる，戸間層の分布地域にあ

って，油井深度は全て 350m 内外，乙の内 3 井が一時採油したことがある。油は深度 45m

.........60m の聞から得ている。この点からみて，油井は全て稚内層中のもので，下部の増幌層

までは到達していない。東翼は 10°.........20° ，西翼は 25° 内外，増幌層上部まで約 1，000 m と

算定されるが，この増幌層上部は，恐らく幕別型の泥岩相がかなり厚く発達しているであ

ろう。

IV.2.2.5 目梨背斜南延長部

隣接沼川図幅にある目梨背斜は南に延びてこの図幅に入り，北豊富背斜と平行して，そ

の聞に 1 向斜部を残す。 この背斜には沼川図 l屈に入る目梨別川の北岸と更にその北方 13

線と 2 本の試錐があると伝えられている。大正末期に 800m 前後の深度でほられたが， i白

井としては成功しなかったようである。
(:2可〕

IV.2.2.6 サロベツ背斜

ナロベツ背斜は，大曲断層より西の低地にあり北北西より南南東に走るゆるい背斜構造

である。中核をなすものは，声問層上部の泥質岩で，東翼は 6°--10°，西翼は 8° の傾斜を

もっている。本背斜には昭和 33 年 9 月，鉱業権 iヨーである天北化学工業が自分の工場用の燃

料ガスを目的として予定深度 1，500 m の試錐を試みた。その結果， 500m までは戸間層の

主部， 500m--677m は稚内層との移過帯の中間部， 677m--920m は稚内層硬質頁岩， 920

m--l,041 m までは稚内層基部の疎岩交りの頁岩層，以下正常な増幌屑の暗色砂岩と!喋岩，

および泥岩の互層帯に入り 1，501.5 m で掘止めとした。

この聞の ll4:l徴およびガス微は

562m 声問居中間層

578m 戸間層中間層

919m 稚内層主部

1,120 m 増幌層

1,150 m i曽幌属

1,233 m 増幌属

1,303 m 増幌層

中 油井の記録はこの外にもう 3 本あるが深度が確実でないので省略した。

この 3 本は 1，000 m 以上のものといわれる。

(25) 前出 (9) 参照。
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以下坑定まで断続的に iTE徴，ガス{設があった「このr\pちじるしいガメ徴はやはり増

幌屈に入ってからのもので，清水で洗っているド司にガス正が上って来て，その際不干にし

てクリスマストリーが間に合わず， 11: u;'t しそうな状況を)王えるため多互の浪泥水をiF入し

て， \とめた事実もある c そのご， 大体 1 ，000 m--1 ,300 m の間をスワザピシグしている問

に， 34 年 2 月 26 日の午後 11 時 10 分から翌日の午前中までに 4 同にわたるガス噴出があ

った。とくに，最後のものは 27m の櫓の上を越してガスが噴出し， 22 分、継続した， この

間あまりに猛烈な噴出に近よることが出来ず，遂に突然停止して，今迄出ていた水も止ま

り，水位は -600m 位まで、下ってしまった。おそらく内部の崩壊と推定されるのであるが，

とにかくこのガスをとり出すことに， 失敗したのである。会社では昭和 35 年度に再び試

掘再開の計画をもっているので，豊富背斜のガスと共に，このナロベヅ背斜のガスが利用

されるのも近い事であろう。

このサロベツ背斜の住状図はこの南方に ζ れと雇行する北川口背斜のものと，ひじよう

によく似ており，おそらく，日一背斜の系列に入るものと考えられる。昭和 34 年夏石油資

源によっての附近の物探が行われ，その結果，天塩川に沿って略東西性の断層があり，そ

のためナロペツ背斜と北川口背斜が食い違って並んでいることが発見されたのであるの

IV.3 泥茨
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昭和 35 年再び 1，300 ill のガス井を試掘せんとしている。使用泥炭は低位泥炭に失敗し，

で，ほとんど無尽蔵と思われるほどの広範囲に分布しており，これを掘り興した後に客土

すれば，現在利用出来ない泥史地も農耕地として再出発することが出来る。

泥突の利用は更に豊富村にある燃料工場で泥炭を細粉し，これに粘結性の微粉炭を加え

コーライト類似のものを製造し，これから出るターノレを副産物とするものて低温加熱し，

であるが，まだ試験過程を出ないようである。
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Resume

TheTOYOTOMI geologicalsheetcoversonarealyingbetween

45ー0''"'-'45°10'N.lat. , andbetween141°45' ,--., 142ー0!E.long.

The 五eld surveyofthissheetwasoperatedin1953and1954.

ThisareaoccupiesthesouthernpartofthoTEMPOKUCOALFIELD,

andthemiddlepartoftheTEMPOKUOILFJELD. Fromthetopoｭ

graphicalpointofview, thisareaisdivid ゼd into3parts, theeastpart ,

themidddlepartandthewestpart.

TheeastpartistheeastsideoftheHORONOBEFAULTLJNE

andisrathermountaineous, heavylyfoliatedformationcanonlybe

observedinthispart.

Cretaceousformations (Cu-a, Cu-b, Cu--c) , andthelowerhalfof

theNeogeneTertiaryformation(thel\1agaribuchi, theSoyacool-bearing,

theMasuporo, theWakkanai)cropsoutinthispart.

ThemiddlepartislyingbetweeutheHORONOBEFAULTLJNE

andtheOMAGARIFAULTLINE, andconsistsoflowermountainthan

theeastpart. Favourableanticlinesforoilpreservationwereobserved

inthispart, namely, theOMAGARI ANTICLINE, the TOYOTOMI

ANTICLINE, theKITA-TOYOTOMI ANTICLINE andtheMENASI

ANTICLINE. Exposedformationsarethe羽Takkanai, theKoitoiand
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theYuchi.

ThewestpartisthewestsideoftheOMAGARIFAUTLINE, conｭ

sistsofthoKoitoi, theYuchiandtheSarabetsuformation. Itstopo ・

graphicalfeatureischaracterizedbylowlandof5to10metershigh

fromsealevel.

Thegeologicalsuccessionandtherockfeatureareasfollows.

1. Cretaceousformation

The Cretaceous formation crops out inverysmallareaatthe

north-easternpartofthissheet. Itisdividedinto3parts, Cu-a, Cu-b

andCu-cinascendingorder.

Cu-a mainlyconsistsofmud-stoneandsandy-siltstone, dark-blueor

dark-green in color, Inoceramus uw αi£mensis YEHARA, Gaudry・

cerastenuiliratunYABE, Damesitessp.and PolY1 りtychoceras sp.

werediscoveredatthetributaryoftheMENASIriver. This

partwillbecorrelatedtothelowerpartoftheUpperYezo

groupandwillcorrespondtetheU-2orU-3holizonoftheeast

adjacentKAMISARUFUTSUgeologicalsheet. Thicknessisestiｭ

matedover200m.

Cu--b manilyconsistsoflaminatedsandy-siltandthealternationof

sandstoneandsilt. 100m in thickness, andwillbecorrelated

totheU-4inKAMISARUFUTSUgeologicalsheet.

Cu-c Sandysiltintheupper, sandygsiltandmud-stoneinthemiddle,

andsaudysiltwithremarcablemud-stoneinthelower.

Thinwhitegraytu 百 seams wereintercalatedinvariousho ・

lizon. CorrespondtotheU-5inKAMISARUFUTSUgeological

sheet. About300m inthickness.

2. NeogeneTertiaryformations

TheNeogeneTertiaryformationisspread widelyin thewhole

sheetandisunconformabletotheunderlyingCretaceousformation.

Geologicalsuccessionandrockfeatureareasfollows.

(1) TheMagaribuchiformation

Mainlyconsistsofarenaceous deposit, includingtufaceoussandｭ

stoneandconglomerate. BasalconglomerateisobservedattheMENAｭ

SI river, coveringCu-aholjzonoftheCretaceousformationunconfor-
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formably.

Marinefossilshellswerereportedfromthis formationinthe

other sheet, and anunconformitywas also reported between the

MagaribuciformationandtheSoyacoal-bearnigformation. However,

nofassilshells, norunconformitywerediscoveredasfarasthissheet

isconcerned.

So, thewriterishavinganapprehensionthatthe so ・cald Magaｭ

ribuchiformationofthissheetmayjustcorrespondtothelowerpart

oftheSoyacoal-bearingformation , andthetrueMagaribuchiformaｭ

tionwasnotaccumulatedinthissheet.

(2) TheSogacQal-bearingformation.

Mainlyconsistsofsandstoneintercalatingmud-stone, sandysilt,

siltandconglomerate. Sandstoneisrathertufaceous, andsometimes

verydi 市cult todiscriminatefromtheMogaribuchisandstoneespeciｭ

allyinitslowerpast.

About20coal-reamsareintercalatedinthis formation , however,

4to5areworkable. Plantfossils , includingGlyptostrobus, Metaseqoia

Salix, Ulmus , Salviniaetcwerereported, andwassaidtobetheDAIZIｭ

MAtype.However, thetypicalANIAItypefloraswerefrquentlyfound

initslist. Furtherinvestigationisneeded. 250 ,......,300 m inthickness.

(3) TheOnishibetsuformation

Mainlyconsistsofcoarsebluish-gray sandstone, illsorted. The

relationbetweenthisformationandtheunderlyingSoyacoal-bearing

formationisevidentlyunconformable. Rewashedcoalblocks were

includedinitsverybase, mixedwithotherolderrockpebbles.

Marineshells , whichindicatetheChikubetsustagewerefoundin

this formation. Thickness is only 10 ,......, 20 m , poorly developed as

comparedwiththeothersheetsofthenorth.

(4) TheMasuporoformation

Mainhyconsistsofblacksandstone, conglomerate, silt, andshale.

Thickmudstonefacieswasprovedbyoie-wellboringinthecentral

part.

ThisfactwillindicateusthattheMakubetsufaciesmudstoneis

concealedundertheWakkanaiformationofthemiddilepart.
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TherelationbetweenthisformationandtheunderlyingOnishiｭ

betsuformationisapparentlyconformable, interfingeringeachother.

Thisformationshowsremarcableabnorrmalsedimentation.Cross

bedding, intraformational folding, intraformational conglomerateand

slumpingwerefrequentlyvisible. Thisformationisconsideredtobe

themainresourceofoilinTempokuoil-field.

AttheMatsuo ・zawa auticline, thickoilsandwasreportedfromthe

sandstoneoftheUpper-Masuporo.

Alloilwells, whichhavebeenoperatedintheTempokuOilfield

markedthisholizon.

Fossilforaminiferawasreportedinshaleandsiltofthisformaｭ

tion. Totalthicknessisabout350......500m innormal case, but is

over1,800 m incaseoftheMakubetsufaciesarea.

(5) TheWakkanaiformation

Representedbythickmassivehardshalesediment. Sometimes

thinsandstonelayerandloosewhitegraytu 百 are intercalated. Basal

conglomeratewasfoundonthewayfromHORONOBEtoNISSO ・

coalmine, andavisibleunconformitywasreportedat Matsuo ・zawa.

Exceptingthese2places, therelationtotheMasuporo-formationis

conformable.

Thoughthishardshaleismassiveanduniform, thelithicksubdiｭ

visionispossible, asthewriterhadalreadyreportedinthegeological

explanationoftheOMAGARIAnticline.

Manymarinefossilsandforaminiferasofrathercoldwatertype

werereported. 400......500m inthickness.

(6) TheKoetoiformation

Lowerpartisthealternationofhardshaleandsiltstone, 100......250m

thick.

This part has beentreatedasanupperpartoftheWakkanai

formation in anotherpaper. Upperpartiscalled mainpart, and

consistschieflyof gray to graysh white siltstone, 350......400m in

thickness. TransitionfromtheWakkanaiformationisgradualand

conformable.

(7) TheYuchiformation
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Mainlyconsistsofmassivesandysiltorfine sondstone, sometiｭ

mesintercalatesconglomerateandsandstone.

Atthebasalpartofthisformationso-coldTAKIKAWA fauna

(representedby Fortipectentel?ahashii (Yok))wasdiscoveredatthe

railroadcuttingbetweenHORONOBEandSHIMONUMA. 100'"'-'300m

inthickness.

(8) TheSarabetsuformation

ThisistheuppermostformaionoftheNeogeneTertiaryofthis

this area, mainlyconsistsofloose sand, conglomerate, andclay_

About500m inthickness.

3. Quaternaryformation

TheNeogeneTertiaryformationwhichhavealreadymentioned

wascoveredbytheNumakawaformation , Diluviuminage.

ThisformationispeculiarofhavingflatpebblesoftheWakkanai

andtheKoetoishaleblock, andiscalled “ biscuit pebbles" formation.

Thehightislessthan80m fromsea-level.

Someremnautsofterracegravelwereobservedattheeastside

oftherail-roadfomHORONOBEtoONOPPUNAI.

Peatiswidelydistributeinthewestsideofthis sheet, and is

dividedinto3parts, accordingtothenatureoftheplant. Themain

mineralresourceofthisareaiscoalandoil. Coalis "\\ア orked atthe

placewheretheSoyacoal-bearingformationdeveloped. The NISSO ・

TESHIOcoalmineandtheothersmallonearenowunderoperation.

Severalothercoalmineswhichhadonceworkedarenowclosed ,.

becauseofthelowqualityofcoalandtheinconvinienceoftransporｭ

tation. About20coal seams are intercalated in this formation ,

amongthem4'"'-'5seamsareworkable. Totalreserveisestimatedto

1,000 ,000,000 t , mostlybrowncoalorlowqualitybituminouscoal.

Oil, whichwasfoundinTEMPOKUOilfieldisoriginatedinthe

MasuporoformationandsomeintheWakkanaiformation. Several

adequateanticlinesarevisibleinthis area, namely, theMatsuozawa

anticline, theOmagarianticline, theToyotomianticline, theKitatoyoｭ

tomiauticline, theMenasianticlineandtheSarobetsuanticline.

TheToyotomianticlineisfamousofyieldinggasof10,000 m3!day,.

- 41 ー



andnowutilizedforelectricpowerplantandotherdomesticuseof

Toyotomihotspring. TheSarobetsuanticlinewastestedin1958'-"59

unti1l1,500 m depth , andmetwithheavyoutburstofgaswhichburst

upunti1130m high , butfailedtocontrolit. Thewellwasdamaged

onaccountof heavypressure. Otherauticlinesareallabandaned

withoutthroughinvestgationandtestboring.
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